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「
埼
玉
縣
人
殉
難
之
碑
」
に
つ
い
て

整
理
番
号

題
額

題
額
揮
毫

碑
記
撰
文

碑
記
揮
毫

浦
和
○
三

埼
玉
縣
人
殉
難
之
碑

熾
仁
親
王

白
根
多
助

日
下
部
東
作

（
木
原
元
礼
）

鐫
刻

撰
文
建
碑
年

住
所

場
所

備
考

広
群
鶴

一
八
八
二
・
明
治
一
五

浦
和
区
岸
町

調
公
園

一
．
は
じ
め
に

本
石
碑
は
、
明
治
十
年
の
西
南
戦
争
に
従
軍
し
戦
死
し
た
埼
玉
県
人
を
、
慰
霊
し
顕
彰
す
る
も
の
で
あ
る
。

芳
賀
明
子
（
１
）

に
よ
れ
ば
、
は
じ
め
は
調
神
社
拝
殿
脇
に
立
て
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
現
在
は
調

神
社
東
側
の
調
公
園
に
立
つ
。

石
碑
は
、
変
形
の
長
方
形
板
碑
。
文
字
は
、
石
碑
の
正
面
の
み
に
記
さ
れ
て
い
る
。

碑
文
の
撰
文
は
、
白
根
多
助
県
令
と
あ
る
が
、
実
際
は
、
埼
玉
県
師
範
学
校
校
長
補
の
木
原
元
礼
に
よ
る

代
作
で
あ
る
。

■
写
真
（
正
面
か
ら
）

注（
１
）
芳
賀
明
子
「
第
二
代
埼
玉
県
令
白
根
多
助
を
め
ぐ
る
漢
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
―
県
官
の
詩
文
集
（
麗
和

吟
社
・
笹
田
默
介
・
川
島
楳
坪
・
木
原
老
谷
・
早
川
藍
澳
・
溝
口
桂
巖
）
と
白
根
県
令
関
連
碑
文
か
ら
―
」

『
埼
玉
県
立
文
書
館
紀
要
』
第
二
十
九
号
（
二
○
一
六
・
三
）。
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二
．
翻
刻
及
び
訳
注

■
翻
刻

◎
題
字

億
玉
縣
人

殉
難
之
碑

◎
碑
記

明
治
中
興
之
十
年
薩
人
犯
順
出
兵
圍
熊
本
城
勢
㷔
甚
熾

廷
議
遣
有
栖
川
親
王
督
師
討
之
所
在
轉
鬪
八
閲
月

而
克
之
賊
軍
殲
焉
是
役
官
軍
死
傷
無
算
而
吾
億
玉
縣
人
隷
旅
團
及
應
召
募
而
死
者
少
尉
以
下
一
百
九
十
五
人

朝
廷
既
行
恤
典
合
祀
於
東
亰
靖
國
神
社
越
十
一
年
十
一
月
縣
人
請
而
行
祭
式
於
本
縣
治
所
於
是
築
壇

樹
神

籬
帷
幕
旌
旆
咸
遵
典
禮
余
率
賓
僚
及
死
者
親
戚
蜑
位
臆
祭
雅
樂
交
作
祼
薦
有
數
凡
百
禮
容
莫
不
俻
是
日
天
氣

晴
朗
士
賚
聚
觀
有
泣
下
者
越
明
年
十
月
縣
人
欲
立
碑
以
不
朽
其
事
請
文
于
余
余
官
此
縣
八
年
于
今
與
士
民
情

意
相
得
有
如
父
子
碑
文
之
請
不
可
得
而
拒
也
夫
治
敎
之
成
匹
夫
匹
婦
皆
有
能
奮
於
死
生
之
際
而
風
化
之
壊
士

大
夫
無
以
立
於
無
事
之
日
何
則
人
心
所
向
有
枢
利
之
別
也
曩
者
薩
人
以
精
悍
之
卒
百
戰
之
餘
健
鬪
奮
戰
不
遺

餘
力
而
官
軍
裹
創
踰
屍
効
力
彈
丸
雨
注
之
下
視
死
如
歸
遂
逧
斃
大
憝
而
清
海
宇
是
雖
将
帥
得
人
制
御
適
機
之

所
臆
非
人
知
名
分
順

安
逧
如
此
盖

養
十
年
之
久
敎
導
撫
摩
趨
捨
之
辨
朙
於
内
而
耳
目
所
嚮
純
於
一
也
是

以
吾
士
賚
亦
逧
奮
激
敵
王
愾
死
而
為
忠
義
之
鬼
此
豈
非
治
敎
之
大
効
明
驗
邪
不
然
則
以
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後
醍
醐
帝
之
英
讓
而
輔
以
新
田
楠
諸
公
之
忠
勇
以
討
一
髙
氏
士
卒
之
在
行
者
朝
属
官
軍
夕
為
賊
兵
蠅
集
蚋
栃

不
可
禁
舳
中
興
之
業
熸
焉
無
他
人
惟
知
有
利
而
不
知
名
分
之
爲
何
物
也
明
治
之
所
以
成
建
武
之
所
以
敗
豈
不

彰
彰
乎
㦲
抑
武
蔵
之
為
國
土
壤
廣
斥
風
俗
雄
悍
古
昔
往
往
出
武
勇
之
士
若
所
謂
武
蔵
七
黨
是
也
如
逧
撫
摩
振

勵
以
養
其
所
趋
則
所
成
将
不
止
搴
旗
陷
陣
之
勇
然
則
縣
人
此
擧
非
徒
為
死
者
其
於
所
以
奨
勵
士
賚
不
為
無
裨

也
乃
為
序
而
銘
之
銘
曰

皇
道
方
亨
大
廿
芽
蘖
封
豕
長
蛇
投

竊
發
天
兵
下
討
缺
斨
破
斧
以
援
孤
城
以
遏
徂
莒
誰
其
使
者
惟
義
所
激
爰

訖
天
誅
莫
非
汝
績
繄
吾
士
民
實
在
戎
行
决
命
爭
首
撻
伐
以
張
豈
不
哀
痛
殞
身
為
國
郷
人
思
汝
亨
祀
惟
飾
鐘
鼓

籩
豆
歳
時
勿
烝
秩
父
之
山
横
翠
參
天
綾
瀬
之
水
清
而
且
淪
魂
乎
来
歸
庇
我
後
人

明
治
十
三
年
五
月

陸
軍
大
将

左
大
臣
議
㝎
官
二
品
大
勛
位
熾
仁
親
王
題
額

億
玉
縣
令
楜
五
位
白
根
多
助
撰

正
五
位
日
下
部
東
作
書

廣
羣
鶴

字

●
異
体
字
な
ど

○
㷔

焔
。

○
億

埼
。

○
亰

京
。

○
蜑

就
。

○
臆

致
。

○
俻

備
。

○
賚

民
。

○
逧

能
。

○
枢

義
。

○

逆
。

○
盖

蓋
。

○

休
。

○
朙

明
。

○
讓

武
。

○
栃

散
。

○
舳

遏
。

○
㦲

哉
。

○
趋

趨
。

○

兼
。

○
㝎

定
。

○
勛

勲
。

○
楜

從
。

○

刻
。

○
廿

禍
。

○

釁
か
。

○
烝

不
詳
。
忒
か
。
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■
訳
注

●
本
文
（
い
わ
ゆ
る
旧
字
体
と
し
、
一
行
毎
に
改
行
し
た
）

◎
題
字

埼
玉
縣
人
殉
難
之
碑

◎
碑
記

明
治
中
興
之
十
年
、
薩
人
犯
順
。

出
兵
、
圍
熊
本
城
。

勢
焔
甚
熾
。

廷
議
、
遣
有
栖
川
親
王
、
督
師
討
之
。

所
在
轉
鬪
、
八
閲
月
而
克
之
、
賊
軍
殲
焉
。

是
役
、
官
軍
死
傷
、
無
算
。

而
吾
埼
玉
縣
人
、
隷
旅
團
、
及
應
召
募
、
而
死
者
、
少
尉
以
下
一
百
九
十
五
人
＊
１

。

朝
廷
既
行
恤
典
、
合
祀
於
東
京
靖
國
神
社
。

越
十
一
年
＊
２

十
一
月
、
縣
人
請
而
行
祭
式
於
本
縣
治
所
。

於
是
、
築
壇

、
樹
神
籬
、
帷
幕
旌
旆
、
咸
遵
典
禮
。

余
率
賓
僚
及
死
者
親
戚
、
就
位
、
致
祭
。

雅
樂
交
作
、
祼
薦
有
數
。

凡
百
禮
容
、
莫
不
備
。

是
日
、
天
氣
晴
朗
、
士
民
觀
聚
、
有
泣
下
者
。

越
明
年
十
月
＊
３

、
縣
人
＊
４

欲
立
碑
以
不
朽
其
事
、
請
文
于
余
。

余
官
此
縣
、
八
年
于
今
。

與
士
民
情
意
相
得
、
有
如
父
子
。

碑
文
之
請
、
不
可
得
而
拒
也
。

夫
治
敎
之
成
、
匹
夫
匹
婦
、
皆
有
能
奮
於
死
生
之
際
。

而
風
化
之
壊
、
士
大
夫
、
無
以
立
於
無
事
之
日
。

何
則
、
人
心
所
向
、
有
義
利
之
別
也
。

曩
者
、
薩
人
以
精
悍
之
卒
、
百
戰
之
餘
、
健
鬪
奮
戰
、
不
遺
餘
力
。

而
官
軍
裹
創
踰
屍
、
効
力
彈
丸
雨
注
之
下
、
視
死
如
歸
。

遂
能
斃
大
憝
、
而
清
海
宇
。

是
雖
將
帥
得
人
、
制
御
適
機
之
所
致
、
非
人
知
名
分
順
逆
、
安
能
如
此
。

蓋
、
休
養
十
年
之
久
、
敎
導
撫
摩
、
趨
捨
之
辨
、
明
於
内
、
而
耳
目
所
嚮
、
純
於
一
也
。

是
以
吾
士
民
亦
能
奮
激
、
敵
王
愾
、
死
而
爲
忠
義
之
鬼
。

此
豈
非
治
敎
之
大
効
明
驗
邪
。

不
然
、
則
以
後
醍
醐
帝
之
英
武
、
而
輔
以
新
田
楠
＊
５

諸
公
之
忠
勇
、
以
討
一
髙
氏
、
士
卒
之
在
行
者
、
朝

屬
官
軍
、
夕
爲
賊
兵
、
蠅
集
蚋
散
、
不
可
禁
遏
。

中
興
之
業
、
熸
焉
無
他
。

人
惟
知
有
利
、
而
不
知
名
分
之
爲
何
物
也
。

明
治
之
所
以
成
、
建
武
之
所
以
敗
、
豈
不
彰
彰
乎
哉
。
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抑
武
蔵
之
爲
國
、
土
壤
廣
斥
、
風
俗
雄
悍
。

古
昔
往
往
出
武
勇
之
士
。

若
所
謂
武
蔵
七
黨
是
也
。

如
能
撫
摩
振
勵
、
以
養
其
所
趨
、
則
所
成
、
將
不
止
搴
旗
陷
陣
之
勇
。

然
則
縣
人
此
擧
、
非
徒
爲
死
者
、
其
於
所
以
奬
勵
士
民
、
不
爲
無
裨
也
。

乃
爲
序
而
銘
之
。

銘
曰
、

皇
道
方
亨
、
大
禍
芽
蘖
。

封
豕
長
蛇
、
投
釁
竊
發
。

天
兵
下
討
、
缺
斨
破
斧
。

以
援
孤
城
、
以
遏
徂
莒
。

誰
其
使
者
、
惟
義
所
激
。

爰
訖
天
誅
、
莫
非
汝
績
。

繄
吾
士
民
、
實
在
戎
行
。

决
命
爭
首
、
撻
伐
以
張
。

豈
不
哀
痛
、
殞
身
爲
國
。

郷
人
思
汝
、
亨
祀
惟
飾
＊
７

。

鐘
鼓
籩
豆
、
歳
時
勿
烝
＊
８

。

秩
父
之
山
、
横
翠
參
天
。

綾
瀬
之
水
、
清
而
且
淪
。

魂
乎
來
歸
、
庇
我
後
人
。

明
治
十
三
年
五
月

陸
軍
大
將
兼
左
大
臣
議
定
官
二
品
大
勲
位
熾
仁
親
王
題
額

埼
玉
縣
令
從
五
位
白
根
多
助
撰

正
五
位
日
下
部
東
作
書

廣
羣
鶴
刻
字

●
文
字
の
異
同

本
碑
文
は
、
木
村
元
礼
の
「
老
谷
遺
稿
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
と
の
異
同
を
記
す
。

＊
１

「
老
谷
遺
稿
」
作
「
一
百
十
有
六
人
」。

＊
２

「
老
谷
遺
稿
」
作
「
十
二
年
」。

＊
３

「
老
谷
遺
稿
」
作
「
某
月
」。

＊
４

「
老
谷
遺
稿
」
作
「
某
等
」。

＊
５

「
老
谷
遺
稿
」
作
「
楠
木
」。

＊
６

「
老
谷
遺
稿
」
作
「
晦
」。

＊
７

「
老
谷
遺
稿
」
作
「
飭
」。

＊
８

「
老
谷
遺
稿
」
作
「
忒
」。

●
訓
訳

◎
題
字

埼
玉
縣
人
殉
難
之
碑
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◎
碑
記

明
治
中
興
の
十
年
、
薩

人
犯
順
す
。

さ
つ
ひ
と

兵
を
出
し
、
熊
本
城
を
圍
む
。

勢
焔
甚
だ
熾
ん
な
り
。

さ
か

廷
議
し
、
有
栖
川
親
王
を
遣
り
て
、
帥
を
督
し
て
之
を
討
た
し
む
。

所
在
轉
鬪
し
、
八
た
び
月
を
閲
し
て
之
に
克
ち
、
賊
軍
殲
く
。

け
み

つ

是
の
役
、
官
軍
の
死
傷
せ
る
は
、
無
算
な
り
。

而
し
て
吾
が
埼
玉
縣
人
、
旅
團
に
隷
し
、
及
び
召
募
に
應
じ
て
死
す
る
者
、
少
尉
以
下
一
百
九
十
五
人
な

り
。

朝
廷
既
に
恤
典
を
行
ひ
、
東
京
靖
國
神
社
に
合
祀
す
。

越
え
て
十
一
年
十
一
月
、
縣
人
請
ふ
、
祭
式
を
本
縣
治
所
に
行
ふ
こ
と
を
。

是
に
お
い
て
、
壇

を
築
き
、
神
籬
を
樹
て
、
帷
幕
旌
旆
、
咸
な
典
禮
に
遵
ふ
。

た

余
賓
僚
及
び
死
す
る
者
の
親
戚
を
率
ひ
て
、
位
に
就
き
、
祭
を
致
す
。

雅
樂
交
々
作
り
、
祼
薦
數
有
り
。

凡
百
の
禮
容
、
備
は
ら
ざ
る
莫
し
。

是
の
日
、
天
氣
晴
朗
な
り
。

士
民
觀
聚
し
、
泣
下
る
者
有
り
。

越
え
て
明
年
十
月
、
縣
人
碑
を
立
て
て
以
て
其
の
事
を
不
朽
に
せ
ん
と
欲
し
、
文
を
余
に
請
ふ
。

余
此
の
縣
に
官
た
る
こ
と
、
今
に
い
た
る
ま
で
八
年
な
り
。

士
民
と
情
意
相
ひ
得
る
こ
と
、
父
子
の
如
き
有
り
。

碑
文
の
請
ひ
、
得
て
拒
む
べ
け
ん
や
。

夫
れ
治
敎
の
成
る
や
、
匹
夫
匹
婦
に
、
皆
な
能
く
死
生
の
際
に
奮
ふ
有
り
、

而
し
て
風
化
の
壊
る
る
や
、
士
大
夫
に
、
以
て
無
事
の
日
に
立
つ
無
し
。

何
と
な
れ
ば
則
ち
、
人
心
の
向
か
ふ
所
に
、
義
利
の
別
有
れ
ば
な
り
。

曩
者
、
薩
人
精
悍
の
卒
、
百
戰
の
餘
を
以
て
し
て
、
健
鬪
奮
戰
し
て
、
餘
力
を
遺
さ
ず
。

さ
き
に

而
し
て
官
軍
は
創
を
裹

み
屍
を
踰
え
て
、
力
を
彈
丸
雨
注
の
下
に
効
し
、
死
を
視
る
こ
と
歸
す
る
が
如
し
。

き
ず

つ
つ

遂
に
能
く
大
憝
を
斃
し
て
、
海
宇
を
清
め
た
り
。

是
れ
將
帥
に
人
を
得
、
制
御
機
に
適
ふ
の
致
す
所
と
雖
も
、
人
の
名
分
順
逆
を
知
る
に
非
ざ
れ
ば
、
安
ん

ぞ
能
く
か
く
の
如
く
な
ら
ん
。

蓋
し
、
休
養
十
年
の
久
し
き
に
、
敎
導
撫
摩
あ
り
て
、
趨
捨
の
辨
、
内
に
明
ら
か
に
し
て
、
耳
目
の
嚮
ふ

所
、
一
に
純
な
り
。

是
を
以
て
吾
が
士
民
も
亦
た
能
く
奮
激
し
、
王
の
愾
に
敵
し
、
死
し
て
忠
義
の
鬼
と
な
る
。

此
れ
豈
に
治
敎
の
大
効
明
驗
な
ら
ん
や
。

然
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
後
醍
醐
帝
の
英
武
を
以
て
し
、
輔
す
る
に
新
田
楠
諸
公
の
忠
勇
を
以
て
し
て
、
以
て

一
髙
氏
を
討
た
ん
と
す
る
に
、
士
卒
の
行
に
在
る
者
、
朝
は
官
軍
に
屬
し
な
が
ら
、
夕
べ
は
賊
兵
と
な
り
、

蠅
集
蚋
散
し
て
、
禁
遏
す
べ
か
ら
ず
。

中
興
の
業
の
、
熸
焉
た
る
は
、
他
無
し
。

人
の
惟
だ
利
有
る
を
知
り
て
、
名
分
の
何
物
な
る
か
を
知
ら
ざ
れ
ば
な
り
。
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明
治
の
成
る
所
以
、
建
武
の
敗
る
る
所
以
は
、
豈
に
彰
彰
た
ら
ざ
ら
ん
や
。

抑
々
武
蔵
の
國
た
る
や
、
土
壤
廣
斥
に
し
て
、
風
俗
雄
悍
な
り
。

古
昔
、
往
往
、
武
勇
の
士
を
出
す
。

所
謂
る
武
蔵
七
黨
の
若
き
是
れ
な
り
。

如
し
能
く
撫
摩
振
勵
し
、
以
て
其
の
趨
る
所
を
養
へ
ば
、
則
ち
成
る
所
は
、
將
に
止
だ
に
旗
を
搴
げ
陣
を

陷
い
る
る
の
勇
の
み
な
ら
ざ
ら
ん
と
す
。

然
れ
ば
則
ち
縣
人
の
此
の
擧
は
、
徒
だ
に
死
者
の
た
め
の
み
な
ら
ず
、
其
の
士
民
を
奬
勵
す
る
所
以
に
お

い
て
も
、
裨
無
き
と
な
さ
ざ
る
な
り
。

乃
ち
爲
め
に
序
し
て
之
を
銘
す
。

銘
に
曰
く
、

皇
道
方
に
亨
る
に
、
大
禍
芽
蘖
す
。
封
豕
長
蛇
、
釁
に
投
じ
發
を

竊

ふ
。

ま
さ

と
ほ

う
か
が

天
兵
下
り
討
ち
、
斨
を
缺
き
斧
を
破
る
。
以
て
孤
城
を
援
ひ
、
以
て
莒
（

苣

）
を
遏
徂
す
。

か

た
い
ま
つ

誰
か
其
れ
使
ひ
す
る
者
ぞ
、
惟
れ
義
の
激
す
る
所
。
爰
に
天
誅
を
訖
ふ
る
は
、
汝
が
績
に

こ
こ

を

非
ざ
る
は
莫
し
。

繄

吾
が
士
民
、
實
に
戎
行
に
在
り
。
命
を
决
し
首
を
爭
ひ
、
撻
伐
し
て
以
て
張
る
。

あ
あ

豈
に
哀
痛
な
ら
ず
や
、
身
を
殞
と
す
は
國
の
た
め
に
す
。
郷
人
汝
を
思
ひ
、
亨
祀
し
て
惟
れ

お

飾
（

飭

）
ふ
。

と
と
の

鐘
鼓
籩
豆
、
歳
時
に
烝
ふ
勿
し
。

た
が

秩
父
の
山
は
、
横
翠
に
し
て
天
に
參
ず
。
綾
瀬
の
水
は
、
清
ら
か
に
し
て
且
つ
淪
す
。

魂
よ
來
り
歸
れ
、
我
が
後
人
を
庇
へ
よ
。

か
ば

明
治
十
三
年
五
月

陸
軍
大
將
兼
左
大
臣
議
定
官
二
品
大
勲
位
熾
仁
親
王
題
額
。

埼
玉
縣
令
從
五
位
白
根
多
助
撰
す
。

正
五
位
日
下
部
東
作
書
す
。

廣
羣
鶴
刻
字
す
。

●
人
物

○
有
栖
川
宮
熾

仁
親
王

天
保
六
（
一
八
三
五
）
年
か
ら
明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
。
有
栖
川
宮
家
の

た
る
ひ
と

長
子
と
し
て
生
ま
れ
た
が
、
嘉
永
元
（
一
八
四
八
）
年
に
親
王
と
な
り
熾
仁
と
称
し
た
。
慶
応
三
（
一
八

六
七
）
年
の
王
政
復
古
で
は
、
最
高
職
の
総
裁
と
な
り
、
戊
辰
戦
争
で
は
東
征
大
総
督
と
し
て
、
薩
長
連

合
軍
を
「
朝
廷
」
の
軍
隊
と
し
て
飾
り
立
て
た
。
維
新
政
権
で
は
、
福
岡
県
知
事
や
元
老
院
議
長
な
ど
を

つ
と
め
、
西
南
戦
争
で
は
征
討
総
督
と
し
て
政
府
軍
の
ト
ッ
プ
を
つ
と
め
た

○
白
根
多
助

文
政
二
（
一
八
一
九
）
年
か
ら
明
治
一
五
（
一
八
八
二
）
年
。
長
州
藩
士
の
子
と
し
て
生

ま
れ
る
。
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
、
埼
玉
県
設
置
に
あ
た
り
、
野
村
盛
秀
が
県
令
、
白
根
が
権
参
事
と

し
て
赴
任
。
同
六
（
一
八
七
三
）
年
、
野
村
が
没
す
る
と
白
根
は
権
県
令
と
な
り
、
同
八
（
一
八
七
五
）



- 8 -

年
に
二
代
県
令
と
な
り
、
没
す
る
ま
で
つ
と
め
た
。
「
徳
望
の
県
令
」
と
し
て
知
ら
れ
、
埼
玉
県
の
基
礎
を

築
い
た
と
言
え
る
。
著
に
詩
文
集
で
あ
る
「
梅
園
余
香
」
が
あ
る
。
東
京
と
埼
玉
に
顕
彰
碑
が
あ
る
。

○
木
原
老
谷

文
政
七
（
一
八
二
九
）
年
か
ら
明
治
一
六
（
一
八
八
三
）
年
。
諱
は
元
礼
、
字
は
節
夫
、

老
谷
は
号
。
土
浦
藩
士
の
子
と
し
て
生
ま
れ
る
。
昌
平
黌
に
入
学
し
、
藤
野
海
南
、
岡
鹿
門
、
重
野
成
斎

な
ど
と
同
学
研
鑽
し
た
。
帰
藩
し
て
、
藩
の
文
学
と
な
る
。
維
新
後
、
修
史
局
に
つ
と
め
る
が
病
で
辞
任
。

明
治
一
三
（
一
八
八
○
）、
白
根
の
招
聘
で
、
埼
玉
中
学
師
範
学
校
長
補
と
な
り
、
同
十
五
（
一
八
八
二
）

年
に
、
埼
玉
県
師
範
学
校
と
変
わ
っ
た
学
校
の
校
長
と
な
る
。
著
に
、
死
後
に
編
纂
さ
れ
た
「
老
谷
遺
稿
」

が
あ
る
。
重
野
成
斎
に
よ
る
「
墓
碑
銘
」
が
あ
る
。

○
日
下
部
東
作

天
保
十
（
一
八
三
八
）
年
か
ら
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
。
字
は
子
暘
、
号
は
鳴
鶴
。

彦
根
藩
士
の
子
。
明
治
維
新
後
太
政
官
大
書
記
と
な
り
、
三
条
実
美
や
大
久
保
利
通
ら
の
厚
い
信
頼
を
得

て
い
た
。
一
八
七
八
年
の
大
久
保
利
通
暗
殺
を
契
機
と
し
、
翌
七
九
年
に
辞
職
、
以
後
も
っ
ぱ
ら
在
野
の

書
家
と
し
て
活
躍
し
た
。
八
年
に
楊
守
敬
が
来
日
す
る
と
巖
谷
修
ら
と
と
も
に
師
事
し
、
新
書
風
を
開
い

た
。
門
弟
数
百
人
を
擁
す
る
書
壇
の
雄
と
し
て
、
強
い
影
響
力
を
持
っ
た
。
明
治
の
三
筆
の
ひ
と
り
。

○
廣
群
鶴

正
式
に
は
廣
瀬
群
鶴
。
碑
銘
字
彫
師
の
名
称
だ
が
、
む
し
ろ
彼
を
頭
領
と
す
る
石
工
工
房
の

名
称
と
す
る
の
が
実
態
に
あ
う
だ
ろ
う
。
江
戸
後
期
か
ら
昭
和
ま
で
九
代
続
い
た
。
東
京
を
中
心
に
数
多

く
の
作
品
を
残
し
て
い
る
が
、
幕
末
期
に
は
、「
小
笠
原
新
は
り
の
記
」
や
「
八
丈
島
西
山
卜
神
記
碑
」
な

ど
、
政
治
的
・
歴
史
的
に
重
要
な
碑
文
の
雋
刻
も
手
が
け
て
い
る
。
埼
玉
県
に
も
本
碑
以
外
に
少
な
く
な

い
。

○
後
醍
醐
帝

正
応
元
（
一
二
八
八
）
年
か
ら
暦
応
二
（
一
三
三
九
）
年
。
文
保
二
（
一
三
一
八
）
年
即

位
。
元
弘
三
（
一
三
三
三
）
年
に
鎌
倉
幕
府
を
倒
し
、
建
武
政
権
を
樹
立
し
た
。
し
か
し
、
足
利
尊
氏
が

叛
旗
を
翻
し
、
政
権
は
瓦
解
、
同
三
年
、
後
醍
醐
帝
は
吉
野
に
逃
れ
、
そ
こ
で
没
し
た
。

○
新
田

新
田
義
貞
。
生
年
不
詳
、
建
武
五
（
一
三
三
八
）
年
歿
。
新
田
氏
は
、
上
野
国
に
領
地
を
持
つ

武
家
。
鎌
倉
幕
府
討
伐
に
功
績
が
あ
り
、
建
武
政
権
で
は
三
国
の
国
司
と
な
っ
た
。
尊
氏
離
叛
後
は
、
後

醍
醐
天
皇
側
と
し
て
戦
っ
た
が
、
越
前
の
戦
い
で
戦
死
し
た
。

○
楠

楠
正
成
。
生
年
不
詳
、
建
武
三
（
一
三
三
六
）
年
歿
。
河
内
の
土
豪
で
、
後
醍
醐
天
皇
に
与
し
て
、

鎌
倉
幕
府
討
伐
に
功
績
を
あ
げ
、
建
武
政
権
で
要
職
に
つ
い
た
。
足
利
尊
氏
離
叛
後
は
、
後
醍
醐
天
皇
側

と
し
て
戦
っ
た
が
、
湊
川
の
戦
い
で
戦
死
し
た
。
明
治
以
降
戦
前
ま
で
は
、
天
皇
に
殉
じ
た
忠
臣
と
し
て
、

ほ
ぼ
神
格
化
さ
れ
た
。

○
高
氏

足
利
尊
氏
。
嘉
元
三
（
一
三
○
五
）
年
か
ら
延
文
三
（
一
三
五
八
）
年
。
足
利
氏
は
、
下
野
国

に
領
地
を
持
つ
武
家
。
初
名
高
氏
。
は
じ
め
足
利
氏
の
統
領
と
し
て
北
条
政
権
側
に
あ
っ
た
が
、
元
弘
三

（
一
三
三
三
）
年
に
後
醍
醐
天
皇
側
に
転
じ
、
鎌
倉
幕
府
討
伐
に
功
績
が
あ
っ
た
。
建
武
政
権
成
立
後
、

政
権
と
袂
を
分
か
ち
、
建
武
三
（
一
三
三
六
）
年
、
建
武
式
目
を
制
定
し
、
幕
府
の
成
立
を
宣
言
し
た
。

室
町
専
権
の
内
紛
で
あ
る
観
応
の
擾
乱
に
よ
り
、
南
北
朝
の
争
い
は
激
化
。
そ
の
さ
な
か
、
京
都
で
病
没

し
た
。
戦
前
は
、〈
尊
氏
逆
賊
〉
論
が
唱
え
ら
れ
、
楠
正
成
と
真
逆
の
位
置
づ
け
を
さ
れ
て
い
た
。

●
注

○
明
治
中
興
之
十
年

明
治
維
新
を
、
天
皇
の
親
政
と
し
、
建
武
の
中
興
と
同
様
「
中
興
」
と
表
現
す
る
。

本
碑
文
で
は
、
後
に
、
明
治
中
興
と
建
武
中
興
と
の
比
較
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
前
触
れ
で
あ
る
。
明
治

十
年
は
、
西
暦
一
八
七
七
年
。
西
南
戦
争
の
勃
発
は
同
年
二
月
で
収
束
が
九
月
。
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○
犯
順

叛
乱
、
謀
叛
を
起
こ
す
こ
と
。

○
勢
焔

勢
力
と
気
焔
（
い
き
ご
み
、
気
勢
）。

○
所
在

い
た
る
と
こ
ろ
、
こ
こ
か
し
こ
。

○
轉
鬪

転
戦
す
る
。

○
閲
月

閲
は
、
時
間
を
経
る
、
経
過
す
る
。
閲
月
で
、
一
ヶ
月
経
過
す
る
。

○
殲

皆
殺
し
に
な
る
。

○
無
算

無
数
、
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
。

○
死
傷

政
府
軍
の
死
者
全
体
は
、
六
八
四
三
人
で
あ
っ
た
。
反
乱
軍
は
約
五
千
人
と
い
う
。

○
恤
典

䘏
典
に
同
じ
。
恤
は
、
あ
わ
れ
む
、
め
ぐ
む
。
恤
典
で
、
功
績
の
あ
っ
た
官
吏
が
死
亡
し
た
際

に
与
え
ら
れ
る
様
々
な
特
典
。
爵
位
の
追
号
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

○
靖
國
神
社

天
皇
の
忠
臣
を
祀
る
神
社
。
幕
末
維
新
期
の
官
軍
側
の
国
事
殉
難
者
を
祀
る
た
め
、
明
治

二
（
一
八
六
九
）
年
六
月
、
東
京
招
魂
社
が
創
建
さ
れ
、
同
一
二
（
一
八
七
九
）
年
六
月
に
靖
国
神
社
と

改
称
さ
れ
た
。
西
南
戦
争
後
の
合
祀
は
、
東
京
招
魂
社
時
代
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

○
越
十
一
年

明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
。

○
壇

は
、
壇
の
類
の
総
称
。
壇

で
、
壇
場
、
祭
祀
の
場
所
。

○
神
籬

ひ
も
ろ
ぎ
。
神
霊
が
宿
る
場
所
の
ま
わ
り
に
常
磐
木
を
植
え
、
玉
垣
で
囲
ん
で
神
聖
さ
を
保
っ

た
と
こ
ろ
。

○
帷
幕

室
外
で
張
ら
れ
た
幔
幕
。

○
旌
旆

旗
。

○
賓
僚

賓
客
と
幕
僚
。
幕
僚
は
君
主
や
将
軍
を
補
佐
す
る
高
官
の
こ
と
だ
が
、
こ
こ
で
は
埼
玉
県
の
高

官
だ
ろ
う
。

○
祼

御
神
酒
を
神
に
さ
さ
げ
、
地
に
注
ぐ
ま
つ
り
。

○
薦

供
物
を
供
え
る
ま
つ
り
。

○
有
數

一
定
の
き
ま
り
が
あ
る
。
決
ま
り
通
り
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
言
う
。

○
凡
百

す
べ
て
の
、
様
々
な
。

○
禮
容

礼
制
に
の
っ
と
っ
た
し
つ
ら
え
。

○
越
明
年

明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
。

○
治
敎

政
治
と
教
化
。

○
匹
夫
匹
婦

一
般
庶
民
の
男
女
。

○
死
生
之
際

死
ぬ
か
生
き
る
か
の
境
目
。

○
風
化

風
俗
、
風
気
。

○
無
事

戦
乱
災
異
な
ど
の
変
わ
っ
た
こ
と
が
な
い
。

○
義
利
之
別

正
義
・
忠
義
と
利
益
と
の
区
別
。

○
曩
者

以
前
。

○
精
悍

気
性
や
顔
つ
き
が
鋭
く
勇
敢
な
さ
ま
。

○
百
戰
之
餘

餘
は
、
そ
の
後
、
以
後
。
百
戰
之
餘
で
、
百
た
び
戦
う
と
い
う
十
分
な
戦
闘
経
験
を
積
ん

で
い
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う

○
裹
創

傷
口
に
包
帯
を
巻
く
。
負
傷
し
て
も
手
当
を
し
た
上
で
、
再
び
戦
場
に
赴
く
こ
と
を
言
う
。

○
踰
屍

味
方
の
死
体
を
踏
み
越
え
て
進
む
。
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○
効
力

力
を
致
す
。
骨
を
お
っ
て
は
た
ら
く
。

○
視
死
如
歸

死
地
に
赴
く
こ
と
が
ま
る
で
家
に
帰
る
か
の
よ
う
。
恐
れ
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
喜
ん
で

赴
く
。

○
大
憝

悪
人
、
わ
る
も
の
。

○
清

平
穏
、
戦
乱
が
無
く
お
だ
や
か
な
さ
ま
。
こ
こ
で
は
他
動
詞
な
の
で
、
戦
乱
が
な
い
穏
や
か
で
平

穏
な
も
の
に
し
た
。

○
海
宇

海
内
の
地
、
国
内
。

○
制
御

下
の
者
を
お
さ
め
使
う
。
こ
こ
で
は
、
戦
争
戦
闘
に
お
け
る
将
軍
や
仕
官
の
命
令
や
指
示
。

○
適
機

時
機
に
適
っ
て
い
る
。

○
名
分

そ
の
名
前
と
本
分
で
、
両
者
は
一
体
不
可
分
な
も
の
と
さ
れ
た
。
特
に
儒
教
で
は
、
人
倫
道
徳

に
お
い
て
名
分
を
正
す
こ
と
が
重
視
さ
れ
た
。
朱
子
学
に
お
い
て
は
、
君
臣
間
の
名
分
、
す
な
わ
ち
臣
下

の
君
主
に
対
す
る
「
尊
王
」
思
想
が
強
調
さ
れ
た
。
こ
の
白
根
の
碑
文
も
こ
れ
を
踏
ま
え
て
い
よ
う
。

○
休
養
十
年
之
久

戊
辰
戦
争
が
終
結
し
、
日
本
社
会
に
お
い
て
戦
争
が
無
か
っ
た
十
年
間
を
言
う
。

○
撫
摩

安
撫
に
同
じ
。
な
で
さ
す
る
よ
う
に
、
人
民
を
や
す
ら
か
に
治
め
る
こ
と
。

○
趨
捨

赴
く
こ
と
と
見
捨
て
る
こ
と
。

○
耳
目
所
嚮

見
た
り
聞
い
た
り
す
る
対
象
。
興
味
関
心
、
意
識
の
向
か
う
先
。

○
一

天
皇
へ
の
忠
誠
心
だ
ろ
う
。

○
敵
王
愾

愾
は
、
腹
を
立
て
る
、
憤
る
。
王
（
天
皇
）
が
恨
み
怒
る
対
象
に
敵
対
す
る
。

○
鬼

死
者
の
魂
。

○
大
効
明
驗

大
い
な
る
効
果
、
明
か
な
効
き
目
。

○
在
行
者

行
は
、
旅
、
軍
旅
。
在
行
者
で
、
軍
に
参
加
し
て
い
る
者
。

○
蠅
集
蚋
散

蠅
が
群
が
り
集
ま
っ
た
り
、
蚋
が
ち
り
ぢ
り
に
な
る
よ
う
に
、
見
境
無
く
無
定
見
に
群
れ

○
禁
遏

差
し
止
め
る
。
お
さ
え
、
と
ど
め
る
。

○
熸

火
が
消
え
る
こ
と
。

○
彰
彰

章
章
も
同
じ
。
明
ら
か
な
さ
ま
。

○
土
壤

国
土
。
こ
こ
で
は
武
蔵
の
国
の
土
地
。
関
東
平
野
。

○
廣
斥

広
く
開
け
て
い
る
。

○
雄
悍

強
く
猛
々
し
い
。

○
武
蔵
七
黨

中
世
、
特
に
源
平
争
乱
期
に
武
蔵
の
国
で
活
躍
し
た
党
的
武
士
団
の
総
称
。

○
振
勵

勇
み
振
る
う
。
こ
こ
で
は
激
し
く
励
ま
す
こ
と
だ
ろ
う
。
前
句
の
撫
摩
と
対
比
し
て
、
剛
柔
両

面
で
の
指
導
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

○
搴

か
か
げ
る
。

○
縣
人
此
擧

顕
彰
の
石
碑
を
建
て
る
こ
と
。

○
不
爲
無
裨

裨
は
、
裨
益
。
裨
益
す
る
と
こ
ろ
が
無
い
と
は
言
え
な
い
。
二
重
否
定
な
の
で
強
い
肯
定

で
訳
す
の
が
よ
い
。

○
銘

石
碑
に
記
す
韻
文
。
四
字
句
が
多
い
。
押
韻
は
偶
数
句
末
で
、「
蘖
」
と
「
發
」
、「
斧
」
と
「
莒
」、

「
激
」
と
「
績
」
、「
行
」
と
「
張
」
、「
國
」
と
「
飾
」
と
「
烝
（
忒
）
」
、「
天
」
と
「
淪
」
と
「
人
」。

○
亨

順
調
な
さ
ま
。

○
芽
蘗

め
ば
え
る
。
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○
封
豕
長
蛇

封
は
大
き
い
。
大
き
な
豚
長
い
蛇
で
、
貪
欲
で
残
忍
な
も
の
の
た
と
え
。

○
投
釁

釁
は
、
隙
、
つ
け
こ
む
べ
き
機
会
。
投
釁
で
、
隙
に
つ
け
込
ん
で
。

○
竊
發

竊
は
、
こ
っ
そ
り
と
盗
む
だ
が
、
こ
こ
で
は
こ
っ
そ
り
と
軍
を
発
す
る
機
会
を
う
か
が
っ
て
い

る
、
だ
ろ
う
。

○
缺
斨
破
斧

斨
は
、
斧
の
一
種
。
「
詩
経
」
（
豳
風
・
破
斧
）
に
「
既
破
我
斧
、
又
缺
我
斨
」
と
あ
る
。

碑
文
は
斧
や
ま
さ
か
り
を
破
壊
す
る
、
と
い
う
直
接
的
な
意
味
で
用
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

○
遏
徂

徂
は
、
阻
に
通
じ
る
。
阻
遏
で
、
隔
て
る
、
じ
ゃ
ま
を
す
る
。

○
莒

周
代
の
小
国
の
名
。
意
味
が
通
じ
な
い
。
苣
な
ら
ば
、
た
い
ま
つ
。
た
い
ま
つ
が
燃
え
さ
か
る
か
。

○
繄

あ
あ
、
詠
嘆
の
辞
。

○
戎
行

軍
隊
の
行
列
。

○
决
命
爭
首

命
を
省
み
ず
、
先
を
争
っ
て
突
進
す
る
。
李
陵
「
答
蘇
武
書
」
（
「
文
選
」
所
収
）
に
見
え

る
句
で
、
匈
奴
に
降
っ
た
李
陵
が
、
節
を
守
っ
て
降
ら
な
か
っ
た
蘇
武
に
送
っ
た
と
さ
れ
る
書
簡
に
あ
る
。

○
撻
伐

撻
は
、
は
や
い
。
叛
旗
を
翻
し
た
諸
侯
に
対
し
、
殷
の
武
丁
が
す
ば
や
く
軍
を
起
こ
し
、
打
ち

倒
し
た
こ
と
を
言
う
（
「
詩
経
」
商
頌
・
殷
武
）。

○
殞

お
と
す
、
死
ぬ
。

○
亨
祀

も
の
を
そ
な
え
て
神
を
ま
つ
る
。

○
飾

飭
に
通
じ
る
。
遺
稿
は
飭
。
飭
な
ら
、
整
え
る
、
整
備
す
る
。

○
鐘
鼓

鐘
と
太
鼓
。
祭
祀
で
演
奏
す
る
楽
器
を
代
表
さ
せ
て
い
る
。

○
籩
豆

祭
祀
儀
礼
に
用
い
る
食
器
。

○
烝

不
詳
。
遺
稿
の
「
忒
」
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
変
わ
ら
な
い
、
違
う
。

○
秩
父
之
山

埼
玉
県
西
部
に
聳
え
る
秩
父
連
山
。、

○
横
翠

緑
色
を
呈
す
る
こ
と
。

○
參
天

天
高
く
そ
び
え
る
さ
ま
。
天
に
届
く
さ
ま
。

○
綾
瀬
之
水

埼
玉
県
を
流
れ
る
綾
瀬
川
。

○
淪

さ
ざ
波
が
立
つ
。

○
庇

庇
護
。

○
後
人

あ
と
に
続
く
者
。

●
口
語
訳

◎
題
字

埼
玉
縣
人
殉
難
の
碑

◎
碑
記

【
西
南
の
役
】

天
皇
親
政
が
復
活
し
た
明
治
の
十
年
、
鹿
児
島
の
も
の
た
ち
が
叛
乱
を
起
こ
し
た
。

軍
隊
を
出
動
さ
せ
て
、
県
域
を
越
え
、
熊
本
城
を
包
囲
す
る
に
い
た
っ
た
。

そ
の
勢
い
と
気
勢
は
は
な
は
だ
盛
ん
で
あ
っ
た
。

朝
議
の
結
果
、
有
栖
川
親
王
を
派
遣
し
て
、
軍
を
率
い
て
討
伐
さ
せ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

官
軍
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
を
転
戦
し
、
八
ヶ
月
を
費
や
し
て
敵
を
打
ち
破
り
、
賊
軍
は
全
滅
し
た
。
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【
陣
没
者
と
朝
廷
の
恤
典
、
合
祀
】

こ
の
戦
役
に
お
け
る
、
官
軍
の
死
傷
者
は
、
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
に
登
っ
た
。

わ
が
埼
玉
県
人
で
は
、
旅
団
に
属
し
て
従
軍
し
た
者
、
召
募
に
応
じ
て
志
願
し
た
者
が
い
た
が
、
そ
れ

ら
の
な
か
の
、
少
尉
以
下
一
百
九
十
五
人
が
陣
没
し
た
。

朝
廷
は
、
死
者
に
対
す
る
恩
典
を
施
す
と
、
英
霊
を
東
京
靖
國
神
社
に
合
祀
し
た
。

【
盛
大
か
つ
厳
粛
に
行
わ
れ
た
埼
玉
県
に
お
け
る
慰
霊
祭
】

翌
十
一
年
十
一
月
、
埼
玉
県
の
県
民
が
、
本
県
の
県
庁
に
お
い
て
、
慰
霊
祭
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
請
願
し
て
き
た
。

か
く
し
て
、
会
場
に
祭
壇
を
設
け
、
ひ
も
ろ
ぎ
を
植
え
、
幔
幕
や
旗
な
ど
、
儀
典
に
か
な
う
よ
う
準
備

を
行
っ
た
。

慰
霊
祭
当
日
、
私
は
、
賓
客
と
県
の
高
官
、
ま
た
戦
死
者
の
親
戚
を
引
き
連
れ
て
、
祭
場
に
行
き
、
位

置
に
つ
い
て
、
祭
祀
を
執
り
行
っ
た
。

雅
樂
が
演
奏
さ
れ
、
御
神
酒
を
捧
げ
る
儀
式
や
供
物
を
捧
げ
る
儀
式
が
決
ま
り
通
り
に
行
わ
れ
た
。

す
べ
て
の
儀
式
が
、
完
璧
に
滞
り
な
く
実
行
さ
れ
た
。

こ
の
日
、
天
も
祝
福
す
る
か
の
よ
う
に
、
天
気
は
晴
朗
で
あ
っ
た
。

県
官
士
民
た
ち
が
、
集
ま
り
参
観
し
た
が
、
涙
を
流
す
者
も
い
た
。

【
建
碑
の
企
て
】

さ
ら
に
そ
の
翌
年
十
月
、
今
度
は
県
民
が
、
慰
霊
の
石
碑
を
建
て
て
、
こ
の
こ
と
を
永
遠
に
伝
え
た
い

と
申
し
出
て
き
て
、
私
に
碑
文
を
撰
述
し
て
欲
し
い
と
願
い
出
て
き
た
。

私
は
こ
の
埼
玉
県
に
官
職
を
得
て
か
ら
、
今
に
至
る
ま
で
八
年
に
な
る
。

こ
の
間
、
県
官
及
び
市
民
と
、
心
持
ち
と
慈
し
み
の
感
情
を
互
い
に
抱
く
こ
と
が
、
父
子
の
間
の
よ
う

で
あ
っ
た
。

碑
文
の
請
い
に
対
し
て
、
ど
う
し
て
断
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
ろ
か
ら
よ
ろ
こ
ん
で
筆
を

執
る
こ
と
に
し
た
。

【
政
治
教
化
の
重
要
性
】

そ
も
そ
も
、
政
治
と
教
化
が
成
就
し
た
な
ら
ば
、
官
位
官
職
も
な
く
、
知
識
や
財
産
も
な
い
普
通
の
庶

民
で
あ
っ
て
も
、
生
き
る
か
死
ぬ
か
と
い
う
境
目
に
お
い
て
、
奮
励
し
て
力
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
風
俗
が
廃
壊
し
、
人
々
の
道
徳
心
が
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
な
ら
ば
、
政
治
を
と
る
為
政
者
た

ち
に
と
っ
て
、
平
和
で
平
穏
な
日
々
と
い
う
も
の
は
無
く
な
っ
て
し
ま
う
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
人
の
心
が
向
か
う
に
は
、
義
理
・
忠
義
と
利
益
と
の
区
別
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

【
官
軍
の
勝
利
と
忠
義
の
心
】

さ
き
の
役
に
お
い
て
、
鹿
児
島
軍
は
精
悍
な
士
卒
を
揃
え
、
百
戦
錬
磨
の
経
験
を
積
み
、
全
力
で
健
闘

奮
戦
し
て
、
そ
の
力
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
発
揮
し
た
。

そ
れ
に
対
し
、
官
軍
は
、
負
傷
し
て
も
治
療
し
な
が
ら
再
び
戦
場
へ
向
か
い
、
累
々
た
る
味
方
の
屍
を

乗
り
越
え
、
雨
あ
ら
れ
と
降
り
注
ぐ
銃
弾
の
下
で
力
を
出
し
尽
く
し
、
死
を
も
恐
れ
ず
、
む
し
ろ
嬉
々
と

し
て
死
地
に
赴
い
た
の
で
あ
っ
た
。

か
く
し
て
、
つ
い
に
大
悪
人
を
斃
し
、
日
本
国
中
を
平
定
し
、
平
安
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
将
軍
指
揮
官
に
適
材
を
得
て
、
そ
の
指
揮
命
令
が
的
確
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
で
あ
る
が
、
か
り
に
士
卒
が
臣
下
と
し
て
の
名
分
を
十
分
わ
き
ま
え
て
い
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
と
う
て
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い
勝
利
を
収
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

【
忠
義
の
心
と
政
治
教
化
】

思
う
に
、
明
治
中
興
か
ら
十
年
と
い
う
長
い
年
月
が
過
ぎ
た
が
、
そ
の
間
、
お
上
か
ら
の
教
え
導
き
と

や
さ
し
い
統
治
や
う
な
が
し
が
あ
り
、
士
民
の
心
に
何
を
選
び
、
何
を
捨
て
る
か
と
い
う
道
徳
上
の
価
値

観
が
明
確
に
形
成
さ
れ
、
意
識
の
向
か
う
先
が
天
皇
へ
の
忠
誠
心
た
だ
ひ
と
つ
へ
と
純
化
さ
れ
た
。

か
く
し
て
わ
が
埼
玉
県
（
２
）

の
士
民
も
奮
励
し
て
、
天
皇
が
怒
る
対
象
に
対
し
敵
愾
心
を
起
こ
す
こ
と
が

で
き
、
そ
の
結
果
、
死
し
て
は
「
忠
義
の
霊
魂
」
と
な
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
こ
そ
政
治
教
化
の
大
い
な
る
効
果
、
明
ら
か
な
る
効
き
目
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

【
明
治
中
興
と
建
武
中
興
と
の
違
い
―
士
民
が
名
分
を
知
る
こ
と
】

そ
う
で
な
か
っ
た
が
た
め
、
英
邁
武
毅
な
る
後
醍
醐
天
皇
が
、
新
田
義
貞
や
楠
正
成
諸
公
と
い
っ
た
忠

義
勇
猛
の
臣
の
輔
弼
を
受
け
な
が
ら
、
一
髙
氏
ご
と
き
を
討
た
ん
と
す
る
の
に
、
軍
列
に
あ
る
士
卒
が
朝

に
は
官
軍
に
属
し
て
い
た
の
に
、
夕
べ
に
は
賊
兵
と
な
る
な
ど
、
蠅
や
蚋
が
無
定
見
に
群
が
っ
た
り
散
り

散
り
に
な
っ
た
り
す
る
事
態
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

建
武
の
中
興
の
事
業
が
、
立
ち
消
え
て
し
ま
っ
た
の
は
、
他
で
も
な
い
。

当
時
の
人
々
が
、
た
だ
利
益
の
有
無
だ
け
に
心
を
寄
せ
、
名
分
の
な
ん
た
る
か
を
理
解
で
き
て
い
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

明
治
中
興
が
成
功
し
た
理
由
、
建
武
中
興
が
失
敗
し
た
背
景
は
、
も
は
や
明
か
で
あ
ろ
う
。

【
埼
玉
の
人
気
】

じ
ん
き

そ
も
そ
も
武
蔵
の
国
と
い
う
も
の
は
、
土
地
は
広
く
開
け
て
お
り
、
人
々
の
性
格
も
強
く
猛
々
し
い
も

の
が
あ
っ
た
。

昔
か
ら
、
往
々
に
し
て
武
勇
の
士
を
輩
出
し
て
き
た
。

い
わ
ゆ
る
「
武
蔵
七
党
」
な
ど
が
そ
の
典
型
で
あ
る

そ
れ
ゆ
え
、
一
方
で
は
や
さ
し
く
い
た
わ
り
な
が
ら
導
き
、
一
方
で
は
激
し
く
励
ま
し
て
ゆ
く
こ
と
が
で

き
て
、
そ
の
心
を
進
め
る
べ
き
と
こ
ろ
を
涵
養
し
て
い
け
ば
、
そ
の
成
就
す
る
と
こ
ろ
は
、
旗
を
振
る
っ
て

敵
の
陣
を
陥
れ
る
と
い
う
武
勇
に
止
ま
ら
な
い
も
の
が
あ
る
（
た
と
え
ば
、
武
事
の
み
な
ら
ず
、
文
事
に
お

い
て
も
、
十
分
な
働
き
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
）。

【
建
碑
の
意
義
】

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
た
び
の
県
民
が
行
お
う
と
し
て
い
る
建
碑
の
事
業
は
、
た
だ
死
者
を
弔
い
慰

め
る
と
い
う
も
の
に
止
ま
ら
ず
、今
を
生
き
て
い
る
士
民
た
ち
を
励
ま
し
奨
励
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
も
、

大
い
に
裨
益
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
こ
こ
に
序
文
を
し
た
た
め
、
銘
文
を
記
す
。

【
銘
】

銘
文天

皇
の
道
が
順
調
に
進
ん
で
い
る
と
き
に
、
突
然
大
い
な
る
禍
が
芽
吹
い
て
き
た
。

貪
欲
で
残
忍
な
反
乱
軍
が
、
隙
に
つ
け
込
ん
で
乱
を
起
こ
す
機
会
を
狙
っ
て
い
た
の
だ
。

天
子
の
軍
隊
が
下
さ
れ
討
伐
に
赴
き
、
敵
の
武
器
を
打
ち
砕
い
た
。

そ
う
し
て
孤
立
し
て
い
た
熊
本
城
を
救
い
、
燃
え
さ
か
ろ
う
と
し
て
い
た
叛
乱
の
炎
を
消
し
去
っ
た
。
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そ
の
戦
い
に
赴
い
た
も
の
は
誰
で
あ
っ
た
か
、
そ
れ
は
忠
義
の
心
に
励
ま
さ
れ
た
も
の
た
ち
だ
っ
た
。

こ
こ
に
天
誅
を
な
し
と
げ
た
の
は
、
あ
な
た
方
の
功
績
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

あ
あ
、
わ
が
埼
玉
の
士
民
た
ち
よ
、
ま
こ
と
に
軍
旅
に
あ
っ
て
、
戦
っ
た
。

命
を
省
み
ず
、
先
を
争
っ
て
突
進
し
た
の
で
あ
っ
た
。

ま
こ
と
に
悲
し
い
こ
と
で
は
な
い
か
、
国
の
た
め
に
身
を
投
げ
出
し
て
死
ぬ
と
は
。

同
郷
の
も
の
た
ち
は
、
あ
な
た
方
を
思
い
、
あ
な
た
方
の
お
祭
り
を
行
い
ま
し
た
。

楽
器
も
高
坏
な
ど
の
供
え
物
を
盛
る
器
も
、
す
べ
て
正
し
い
も
の
を
揃
え
ま
し
た
。

故
郷
の
秩
父
の
山
は
、
鮮
や
か
な
緑
に
覆
わ
れ
て
天
高
く
聳
え
て
い
ま
す
。

綾
瀬
川
の
清
流
は
、
清
ら
か
に
さ
ざ
波
を
立
て
て
、
静
か
に
美
し
く
流
れ
て
い
ま
す
。

あ
あ
、
魂
よ
、
ど
う
か
こ
こ
へ
帰
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
あ
と
に
続
く
私
達
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。

【
記
録
】

明
治
十
三
年
五
月
、

陸
軍
大
將
兼
左
大
臣
議
定
官
二
品
大
勲
位
熾
仁
親
王
が
題
額
を
揮
毫
し
た
。

埼
玉
縣
令
從
五
位
白
根
多
助
が
撰
文
し
た
。

正
五
位
日
下
部
東
作
が
碑
記
を
揮
毫
し
た
。

廣
羣
鶴
が
雋
刻
し
た
。

注（
２
）
原
文
「
吾
士
民
」。
そ
の
前
ま
で
は
、
日
本
全
体
の
士
民
の
こ
と
を
述
べ
て
い
た
の
だ
が
、
こ
こ
で

「
吾
」
と
あ
る
の
で
、
こ
こ
は
埼
玉
県
の
士
民
と
解
し
た
。

■
補
説

白
根
多
助
が
、
明
治
十
一
年
に
、
県
庁
近
く
の
浦
和
公
園
（
今
の
調
公
園
）
で
挙
行
し
た
慰
霊
祭
の
際
に
、

読
み
上
げ
た
祭
文
が
、「
近
世
名
家
詩
文
」
後
編
下
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
全
文
収
録
す
る
。
漢
文

の
碑
文
と
の
用
語
や
文
意
の
類
似
性
が
分
か
る
。
木
原
は
白
根
の
真
意
を
よ
く
汲
ん
で
、
漢
文
を
も
の
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
碑
文
に
あ
る
、
建
武
中
興
と
明
治
中
興
の
比
較
と
、
そ
の
違
い
で
あ
る
「
治
教
」
の

問
題
に
つ
い
て
は
、
白
根
の
祭
文
に
は
見
ら
れ
ず
、
木
原
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
視
点
で
あ
る
。

白
根
多
助
〔
山
口
縣
人
從
五
位
億
玉
縣
令
〕

西
征
兵
士
戰
歿
之
靈
魂
ヲ
祭
ル
文

維
明
治
十
一
年
四
月
億
玉
縣
令
從
五
位
白
根
多
助
清
酌
諸
羞
ノ
奠
ヲ
以
テ
敬
テ
西
海
ニ
戰
歿
セ
シ
官
軍

諸
子
ノ
靈
ヲ
祭
ル
諸
子
ノ
兵
役
ニ
從
ヒ
シ
ハ
賊
勢
ノ
尚
ホ
熾
盛
ナ
ル
時
ニ
在
リ
其
巨
魁
タ
ル
者
ハ
一
世

ノ
名
望
ヲ
負
ヒ
數
萬
ノ
兇
衆
ヲ
擁
シ
山
ヲ
抜
ク
ノ
力
ヲ
挾
ン
テ
海
ヲ
飜
ス
ノ
勢
ヲ
兼
子
鹿
兒
島
ヨ
リ
熊

本
ニ
闖
入
ス
ル
ハ
疾
風
暴
雨
ノ
如
キ
ア
リ
人
心
恟
々
ノ
際
ニ
於
テ
諸
子
ハ
命
ヲ
奉
シ
テ
愾
ニ
敵
シ
意
旺

ニ
氣
奮
ヒ
各
旅
團
ノ
兵
ト
共
ニ
西
シ
賊
ト
東
肥
ノ
險
ニ
對
戰
ス
ル
者
數
十
日
刀
光
電
ヲ
閃
カ
シ
砲
丸
雨

ヲ
注
キ
屍
ハ
積
ン
テ
丘
ヲ
成
シ
血
ハ
流
レ
テ
川
ヲ
爲
シ
以
テ
數
百
壘
ノ
堅
ヲ
抜
キ
一
孤
城
ノ
危
キ
ヲ
救

ヒ
奔
ル
ヲ
追
ヒ
北
ル
ヲ
要
シ
豐
日
薩
隅
ノ
間
ニ
轉
鬪
シ
終
ニ
滔
天
ノ
禍
ヲ
掃
蕩
ス
ル
ニ
至
レ
リ
兇
賊
ノ
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殲
滅
ニ
就
ク
ハ
蓋
シ
總
督
参
軍
ノ
節
度
宜
キ
ヲ
得
タ
ル
ニ
由
ル
ト
雖
モ
亦
數
萬
ノ
徴
兵
ト
招
募
巡
査
カ

能
ク
将
校
ノ
指
揮
ニ
從
ヒ
奮
撃
突
戰
死
力
ヲ
惜
マ
サ
ル
ニ
非
ス
ン
ハ
何
ソ
能
ク
此
奇
功
ヲ
奏
ス
ル
ヲ
得

ン
ヤ
蓋
シ
今
回
ノ
西
征
ニ
於
テ
予
カ
管
下
ノ
諸
子
ニ
シ
テ
其
軍
ニ
從
フ
モ
ノ
ハ
一
千
五
百
人
ニ
下
ラ
ス

訓
練
ノ
精
ニ
シ
テ
勇
武
ノ
優
レ
タ
ル
ハ
予
ノ
夙
ニ
知
ル
所
ナ
レ
ハ
其
捷
ヲ
奏
シ
東
ニ
還
ル
ノ
日
ヲ
待
チ

テ
面
ア
タ
リ
諸
子
カ
奮
戦
決
鬪
ノ
状
ヲ
聽
カ
ン
コ
ト
ヲ
期
セ
シ
ニ
悲
イ
哉
汽
船
喪
ヲ
送
リ
電
信
訃
ヲ
傳

フ
ル
日
ニ
多
ク
月
ニ
加
ハ
リ
陸
續
ト
シ
テ
七
十
餘
人
ニ
至
ラ
ン
ト
ハ
嗚
呼
積
ミ
テ
丘
ヲ
成
ス
者
ノ
間
ニ

諸
子
ノ
屍
ア
リ
流
レ
テ
川
ヲ
為
ス
者
ノ
際
ニ
諸
子
ノ
血
ア
リ
諸
子
ハ
常
ニ
殉
難
ヲ
以
テ
自
ラ
期
セ
リ
ト

雖
モ
誰
カ
父
母
無
カ
ラ
ン
誰
カ
兄
弟
無
カ
ラ
ン
音
容
再
ヒ
接
シ
難
ク
幽
明
永
ク
隔
ル
諸
子
ハ
國
ニ
報
ス

ル
ノ
義
務
ヲ
盡
ス
モ
此
カ
父
母
兄
弟
タ
ル
モ
ノ
劔
花
彈
丸
ノ
慘
憺
タ
ル
ヲ
追
想
シ
安
ン
ソ
魂
慘
シ
魄
悲

シ
マ
サ
ル
コ
ト
ヲ
得
ン
ヤ
是
ヲ
以
テ
振
旅
ノ
式
未
タ
京
城
ニ
行
ハ
レ
サ
ル
ニ
慟
哭
ノ
聲
既
ニ
閭
巷
ニ
遍

シ
然
リ
ト
雖
モ
諸
子
既
ニ
軀
ヲ
棄
テ
我
國
ノ
干
城
為
リ
其
死
ノ
烈
ニ
シ
テ
其
節
ノ
壮
ナ
ル
必
ス
當
サ
ニ

名
ヲ
青
史
ニ
留
メ
萬
世
ニ
亘
リ
テ
憾
ミ
ナ
カ
ル
ヘ
シ
浦
和
人
士
ノ
諸
子
ニ
於
ケ
ル
ヤ
同
胞
ノ
友
誼
一
日

ニ
非
サ
レ
ハ
今
私
ニ
招
魂
ノ
祭
ヲ
公
園
ノ
調
神
社
ニ
行
フ
是
レ
諸
子
ノ
國
難
ニ
臨
ミ
死
ヲ
視
ル
歸
ス
ル

カ
如
ク
ニ
シ
テ
能
ク
其
志
ヲ
達
セ
シ
ヲ
感
ス
ル
ノ
餘
ニ
出
ツ
ル
所
ナ
リ
予
モ
亦
管
下
九
十
萬
人
ノ
心
ヲ

以
テ
心
ト
ナ
シ
來
リ
テ
諸
子
在
天
ノ
靈
ヲ
祭
ル
魂
兮
魂
兮
彷
彿
ト
シ
テ
其
レ
來
饗
セ
ヨ

三
．
主
な
参
考
文
献

①
本
文
翻
刻

・
埼
玉
県
神
道
青
年
会
編
『
埼
玉
県
の
忠
魂
碑
』（
埼
玉
新
聞
社
、
二
○
一
七
）

②
木
原
元
礼
関
連

・
『
老
谷
遺
稿
』（
早
稲
田
大
学
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）。
本
碑
文
を
訓
点
付
き
で
記
載
。
石
碑
の
碑

文
と
は
若
干
の
文
字
の
異
同
が
あ
る
（
巻
末
一
部
掲
載
）。

右
記
を
翻
刻
し
た
も
の
。

・
芳
賀
明
子
「
第
二
代
埼
玉
県
令
白
根
多
助
を
め
ぐ
る
漢
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
―
県
官
の
詩
文
集
（
麗
和
吟
社

・
笹
田
默
介
・
川
島
楳
坪
・
木
原
老
谷
・
早
川
藍
澳
・
溝
口
桂
巖
）
と
白
根
県
令
関
連
碑
文
か
ら
―
」『
埼

玉
県
立
文
書
館
紀
要
』
第
二
十
九
号
（
二
○
一
六
・
三
）。
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以
上

二
○
二
三
年
七
月

薄
井
俊
二
訳
す


